
  

 

 

 

 

 

 

 

行政手続における押印を見直します 
  

本市では、行政手続の簡略化、市民サービスの向上、そして行政手続のデジタル化

を図るため、押印を求めている市独自の手続き 835 種類のうち、約 75％の 623 種類に

ついて、押印を廃止することとしました。 

残りの 212 種類についても、現在、廃止に向けて精査しているところです。 

令和３年度からは、規則や要領の改正が必要なものを含め、可能なものは全て押印

廃止できるよう取り組んでまいります。 

 

調査結果 

 

 

 

 

 

 

廃止時期 

 令和３年１月から順次 

 

押印を廃止する主な手続き 

○住民票の写し等交付請求書 

○保育所（園）入所申込書 

○学校給食申込書 

 

今後も押印を必要とする主な手続き（精査中） 

○埋め立て等許可申請書 

○厚生基金貸付申込書 

種類

押印を求める手続 １，１２９

うち法令等に基づくもの ２９４

うち市独自のもの ８３５

うち廃止可能 ６２３

区分
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